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○高床倉庫では、床下の排水性を高めるために勾配
こうばい

をつけて砕石
さいせき

層・山
やま

砂
ずな

層を設け、吹き込んだ

雨水等が早期に排水されるように対策を講じました。 

（３）地下水等の対策 
○水や湿気への対策という点では、屋根だけでなく、地下の対策も重要です。 
○竪穴住居では、土間

ど ま

の下や堰板
せきいた

の奥に防水・防湿シートを敷設して、地下水や湿気
し っ け

を遮断
しゃだん

しま

した。これにより、土間などが乾燥した状態を維持することができ、それは主柱
おもばしら

などの木材に、

水や湿気による悪影響がおよぶことを回避
か い ひ

することにつながります。 
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ちょう
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○竪穴住居では、防水・防湿シートの上に砂や砕石を敷きつめた後、赤土や砂を主な材料とした
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ほ
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させると共に、調湿効果も生じます。土の特性
とくせい

を熟知
じゅくち

した史跡
し せ き

北代遺跡の人びとも、土間を叩

いて締め固めていたことが発掘調査で確認されており、それに学んだ改良です。また、防水・

防湿シートを屋根材や主柱の土中
どちゅう

埋設
まいせつ

部分
ぶ ぶ ん

に巻付
ま き つ

けることで、水や湿気から木材を保護して腐

朽を抑制
よくせい

する対策としました。 

○高床倉庫は屋根・壁とも茅葺で通気性があるため、春～初秋は屋内と屋外の湿度の差がほぼな

く、晩秋～冬も屋根への積雪等によって屋内の湿度が若干高くなる程度のため、屋内の調湿性

能を向上させるための対策は不要です。防水シートや防水・防湿シートを主柱などの土中埋設

部分に巻付けることで、水や湿気から木材を保護して腐朽を抑制しました。 

５．復元建物の長寿命化改修の意義 

 富山は年間 2,300mm の降水量があり、湿度も年平均 77％と全国で最も高い状況にあります（気

象庁の平年値
へいねんち

）。多雨
た う

多湿
た し つ

の環境のなか、従来
じゅうらい

工法
こうほう

によるのではなく、専門家による検討やさまざ

まな試験に基づいて、傷んだ復元建物に確度
か く ど

の高い長寿命化対策を講じた画期的
かっきてき

な修理によって、

史跡北代遺跡の理解に欠かせない復元建物をじっくりと見学いただけるようになりました。 

また、類似した環境にある地域の復元建物の整備や修理にも大いに参考になると考えています。 

６．本日の講師 

 藤井
ふ じ い

義
よし

久
ひさ

先生（林産加工学） 国立大学法人京都大学大学院農学研究科森林科学専攻教授 

 宮野
み や の

則彦
のりひこ

先生（木材物理学） 日本大学生物資源科学部森林資源科学科木材工学研究室准教授 

 佐野千
さ の ち

絵
え

先生（環 境 化 学） 独立行政法人国立文化財機構東京文化財研究所文化財情報資料部部長 

               国立大学法人東京藝術大学大学院美術研究科文化財保存学専攻連携教授 

 西井
に し い

龍儀
たつよし

先生（考 古 学） 富山考古学会会長、富山市文化財保護審議委員会委員、一級建築士 

                

これまでの修理の経過はホームページで紹介しています。 

http://www.city.toyama.toyama.jp/etc/maibun/index.htm 
復元建物の修理コーナーをクリック！   

  

竪穴住居のシート排水：第 13 号住居（複製）    高床倉庫の排水用砕石層：第 1号掘立柱建物 

 

第 70 号住居の地下水等対策           第 1 号住居（複製）の地下水等対策 

 

竪穴住居の土間調湿対策：第 1号住居跡（複製）   高床倉庫の木部保護対策：第 1号掘立柱建物 


